
インスタレーション／ジェスモナイト(水性樹脂)、ガラスクロスヤーン／h2000×w1500×d1500mm

人は誰しも子宮に包まれながら生ま
れ、棺桶等に包まれてあの世に旅立
ち、新しい命へとつながっていく。
誰もが同じ子宮から生まれるのに、
人は生まれる場所や環境を選ぶこと
が出来ない。しかし、それぞれの環境
で育ち、人とは違う経験や価値観が
あるからこそ、その人の魅力にもつな
がるのだろう。そしてそれは過去だけ
ではなく今現在、そして未来でどんな
人とつながりを持ち、どんな経験をし
ているかなどでも変化し、つながって
いく。
あなたは他の誰でもない唯一の存在
だから今を大切に。

One and only

美術・工芸コース
安宅陽果
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彫刻（木材）／楠、水干絵具、水彩絵具、写真転写／h1340×w470mm

Baby with a balloon

美術・工芸コース
牛田春花
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立体造形（3Dモデリング）／PLAフィラメント、アクリル絵具／h900×w1000×d800mm

好きなものに対して嘘をついたとき、
後悔と情けなさが押し寄せてくる。こ
のキャラクターたちは私の好きを詰
め込んだ形であると同時に好きなも
のに向き合えなかった後悔の形でも
ある。卒業後も好きなものと向き合い
ながらキャラクターたちを作り続ける
ため、ずるずると引きずっている後悔
と情けなさを晴らすため、この２体の
キャラクターを制作した。
作品のタイトルは２体の名前になっ
ている。腕を持っているのがガブリ、
頭を持っているのがモググ。名前は漫
画内にある食事シーンによく使用さ
れる擬音（オノマトペ）の「ガブッ」と
「モグモグ」から取って名付けた。
キャラクターの持っている腕と頭は過
去の私のもの。好きなものにと向き合
わなかった過去の自分がガブリとモ
ググに食べられ、消化されることで気
持ちの区切りとした。

ガブリとモググ

美術・工芸コース
宮田かの
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インスタレーション／ミクストメディア／サイズ可変

自転車が盗まれた。あるはずの自転
車がなくなって盗まれたと自覚した
時、瞬間的に頭にきたものの、すぐに
「新しい自転車を買おう」という考え
に至っていた。同時に、さっきまで
乗っていた自転車に思い入れが全く
なく、どんなものに対しても消耗品の
ような感覚になっていた自分に気付
かされた。
「物を大事にする」という感覚はどこ
まで通用するのだろうか。工業製品が
御神体やよりしろとして奉られたら、
神様の説得力は効果があるのだろう
か。盗まれた経験とその時の感情か
ら自身に関わることや身の回りの物、
環境や周りの影響が作り上げるイ
メージへと視点を移し、発想と意味
の連想を繰り返して制作した。崇高
であってほしい神様が安っぽいこと
で、一時的な欲求や浅はかな安心感、
マジョリティへの従属をあらわした。

その場しのぎのものなんで

芸術文化学研究科
浦真斗花

078



インスタレーション／楮紙・でんぷん糊／h150×w2870×d4510mm

このインスタレーションは「変化した」
という記憶である。原型は繰り返し型
取られることによって変形していった。
張り子の像としての残っている物はこ
の変形した事実の記憶である。
顔面像のモチーフはかつての私の友
人である。彼とはある時疎遠になった。
大変親しい友人でまるで自分の一部
のようだったため、はじめはひどい喪
失感を感じていた。その喪失感から
制作を始めたのがこの作品である。し
かし時間が経つと彼への執着は無く
なって行った。それと共に作品の持つ
意味も変化した。はじめは「彼の葬
式」という限定的な意味をなしていた
が、次第に「記憶」や「変化」といった
意味に変わっていった。繰り返し同じ
作業を繰り返すことで張り子の技術
も上がった。
私たちの周りにある様々な「変化」を
反映した作品として鑑賞者に映ると
幸いだ。

記憶
張り子を用いたインスタレーション

デザイン工芸コース
飯塚敦

デジタルアート／Live2D、Vtube studio、CLIP STUDIO PAINT／サイズ可変

誰でもバーチャル技術による表現が
可能になった。
バーチャルキャラクターは、読み取っ
た顔の動きや表情の変化をダイレク
トに伝え、アニメーションや漫画と異
なり人間的な動きを見せてくれる。ま
た、操作する人によって異なる動きや
変化があり、同一のキャラクターで
あっても全く別人のように感じる、と
いった生 し々さを含んでいる。
鑑賞者は、顔の動きを反映させた
キャラクターを自由に動かし、作り出
した表情を撮影する。写真や動画は
SNSで共有してもらい、それらを素材
としてアニメーションを制作する。実
際に顔を動かし、他者の動きによって
異なる表情を得たキャラクターたち
を閲覧することで、バーチャルキャラ
クターに感じる人間味や生々しさを
共有する。

Material Girl

デザインコース
秦千里
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絵画／アクリル絵具、キャンバス／h1818×w2273mm

輝きを疑って

造形芸術コース
池田好花
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平面造形／パネル張り、ハイマッキー／h1940×w1303mm

「描く喜び」

造形芸術コース
中島新
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塑像／ミクストメディア／石膏、コンクリート、プラ板、針金、ビーズ、鉄／h535×w210×d260mm

開花

デザイン工芸コース
民秋彩乃
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立体造形／石膏、塑造／h2065×w308×d255mm

追憶

デザイン工芸コース
三浦栄一郎
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インスタレーション／ダンボール、木箱など／h1100×w3000×d3000mm

存在の痕跡・「旅」

芸術文化学研究科
張文濤
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